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タイ ･ルーであろうとすること,
タイ ･ルーでなくなること
- 越境の時代の守護霊祭祀-
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ThispaperfocusesonhowtheTa主LueofThawanpadistricts,NanProvince,NorthernThailand

expresstheirethnicidentity.

AftertheTa主LuemigrationfromSipsongPannatoThawanphainthe19thCentury,their

culturalpatternsbecamealmostundistinguishablefrom thoseoftheTa主Yuan,themajority

populationinNorthernThailand,

Althoughtheyhavemostlylosttheirownlanguage,Ta主Luecanidentifythemselvesbasedon

theirsystemofritualsforguardianspirits,especiallythelegendofmigrationfromSipsongPanna

expressedinthepantheonofspirits.However,attheindividuallevel,theydonotdaretoexpress

theTa主Lueidentityintheireverydaylife,whichisthesameasthatofTa主Yuan.

TheexpressionofTa主LueidentityinrecentyearshasbeentopromoteTaiLueculture

amongoutsidersaspartofavillagedevelopmentprogram.

Inthismovement,monumentshavebeenbuiltattwovillageswhicharecompetingwitheach

otherinruraldevelopment.Theyimplythehistoricalmemoryofeachvillage,andhavebecome

importantexpressionsofTaiLueidentltyinsteadofthepantheonofspirits.

TaiLueculturehasbeenpromotedatthevillagelevel,nottheindividuallevel.Now itis

beingpromotedatthetransnationallevel.

ItisoftenreportedthattheTaiLueinThawanphamaintainastrongidentity.Infact,

however,いbeingLue"nowmeans performingasaLue";rather,itis"notbeingLue,"thelossof

identityattheindividuallevel,thatisprogressing.

Ⅰ はじめに

｢ルーとは誰か｣と,かつてモアマンは問い掛け,エスニック ･アイデンティティーをめぐ

る人類学的研究上,重要な議論を展開した｡1) ｢ルー｣とは中国雲南省西双版納 (シプソーン

*三重県立看護大学 ;MiePrefecturalCollegeofNursing,トニト1Yumegaoka,Tsu514-0116,Japan

1)エスニック集団のアイデンティティーの可変性,エスニック境界の動態,主観的帰属意識の重要性など

エスニシティ-をめぐる議論において,モアマンの論はしばしば引用されている｡例えば[cohen1978]｡
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図 1 タ-ワンパー盆地
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パンナ-)を中心に分布する-タイ系民族を表わす呼称として知られるものである｡北タイの

タイ ･ルーを調査 したモアマンは,この ｢ルー｣は,ある特定の文化的特色を共有する集団に

付けられるラベルではなく,対話の相手のレベルによって使い分けられる重層的なアイデン

ティティー (タイ国民,北タイ人,タイ ･ルー)の一つとして機能 している点を指摘 した｡モ

アマンは,｢ルー｣とは,かつて雲南西双版納に存在 したシプソーンパンナ-王国への出自意

識をもつ タイ系民族の間で用いられる,命名のシステムであると考えたのである [Moerman

1965.･1215-1230].

シプソーンパンナ-は,山間盆地を基盤としたムアンと呼ばれる政治統合体の適合した王国

(ムアン連合)であった｡今 日,｢ルー｣を名乗るタイ系民族は,主としてラオス北部,タイ北部,

ミャンマー ･シャン州に分布 しているが,その多 くは,シプソーンパンナ-の各ムアンからの

移住の歴史を伝承 している｡2)

タイ ･ルーの北タイへの移住は,主として19世紀に集中している｡18世紀末,200年に及ぶ

ビルマ支配を脱 した北タイにランナー王国が再興され,以後,再開柘の為に周辺タイ系民族が

入植 したといわれる｡ この際, タイ ･ルーもシプソーンパンナ-の様々なムアンから移住 した

のである｡

タイ ･ル-を始めとするタイ系民族は,現タイ王朝による中央集権化以降,タイという近代

国家へ同化する道を歩んだ｡とりわけ1930年代に国名がシャムからタイ-変更されてのち,タ

イ回内のタイ系民族は,｢タイ族｣という同一のカテゴリーにおいて認知されるようになる｡

これは,1959年以降,国家によってマイノリティーと認知された山地民族と大きく異なる点で

ある｡

タイ ･ルーの主たる移住先,北タイのマジョリティーはタイ系民族タイ ･ユアンであるが,

元来,この両者は共通の文化的基盤に立っている｡ それは,言語の類似,共通の文字の使用や

もち米など食文化の共通性に認められる｡ また,シプソーンパンナ-では上座仏教が信仰され

ているが,これは,北タイ,ランナーを通 じて受容 したものである｡ 北タイ-移住 した後のタ

イ ･ルーはタイ ･ユアンと混住することとなり,両者の文化的差異は,更に不明瞭なものとなっ

ていった｡モアマンの議論はこうした背景のもとになされたのである｡

近年,カイズは,モアマンがとりあげた古典的な問題を,北タイを取 り巻 く近年の社会状況

の変化を踏まえて新たな議論- と展開している [Keyes1993]｡それは,国家 とタイ ･ルーの

エスニシティ-表出の相互関係である｡ これを可能にしたのは次のような近年の変化である｡

2)北タイのタイ･ルーがシプソーンパンナ-からの移住伝承をもっている点に関しては,岩田[1964],

白鳥 [1974],Hartman[1984], Arunrat[1986], Rattanaphon[1993],馬場[1993a;1993b;

1995;1997]など参照｡

3)国民国家タイの形成過程において,｢タイ系のエスニック集団｣が ｢発明｣され,タイ民族の系譜

が作られた点については,Wljeyewardene[1990:143-145],Keyes[1995:143-145]など参照｡
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モアマンが調査 した1960年代には,国家 (タイ)がタイ ･ルーと称する集団の認知に直接関

わってくることがなかったが,70年代以降,タイ ･ルーの織物が観光用に販売され始め,王室

の奨励を受けて観光資源の一つ として著名になったOまた,タイ ･ルーの分布地域である,中国,

ラオスにおいても,70年代以降,大 きな変化- ラオスの社会主義化,中国における文革の

収束,そして両国の対外開放政第- が生 じた｡そして80年代より,かつて未開放であった

地域への外国人研究者の入城 も許可され始め,冷戦終了後,更に訪問可能な地域が広がってい

き,国境を越えて分布するタイ ･ルーの実態に関する知見も広がっていった｡

このような近年の変化を踏まえ,カイズは,モアマンの時代には不可能であった,タイ,中国,

ラオスという異なった国家にまたがって分布するタイ ･ルーのアイデンティティーを比較 し

た0 3つの国家は,異なった歴史的背景を持っており,タイ ･ルーのアイデンティティーのあ

り方は,状況によって様々であるCカイズは,それらを,次の 3つのアイデンティティーの指

標のもとに整理 した｡

(1) ローカル ･アイデンテ ィテ ィーCタイ ･ルーの王国シプソ-ンパ ンナ-と関連づけて語

られる神話,伝承などによって基礎付けられるあ り方｡神話 ･伝承は,言語的特色を失っ

た後でも,アイデンティティーの永続化を促す要素 となる｡4)

(2) マ-ケダブル ･アイデンティティーO観光産業を通 して ｢伝統文化｣を表現するあり方｡

(3) トランスナショナル ･アイデンティテ ィー｡ 国境 を越えたタイ民族同士の交流の中で生

まれたあり方｡

前述のように,タイ国家の枠組みのもとで,タイ系民族は,｢タイ族｣として一元化されて

お り,タイ ･ルーとタイ ･ユアンとの文化的差異は暖昧 となっている｡ この結果,タイ ･ルー

であるという意識を喪失 していく人々も多い｡このような趨勢の中,近年,ある契機に従って,

意識的にタイ ･ルーを演出するあり方がみられるCカイズのいう｢マ-ケタブル ･アイデンテ ィ

テ ィー｣｢トランスナショナル ･アイデンテ ィティー｣は,そうしたあ り方を示 しているので

ある｡

これまで筆者は,ナ-ン県タ-ワンパー郡のタイ ･ルー村落をとりあげ,とりわけ守護霊祭

祀のイベント化によるタイ ･ル-の主張について,その社会的背景とのかかわりで考えてきた

[馬場 1992;1993a;1993b;1995;1996a]｡

筆者の調査地において,タイ ･ル-としての文化的特色は,言語,織物にも残されてはいるが,

言語は急速に失われつつあ り,織物 も日常的に使用されているわけではない｡伝統的織物は,

祭礼の際に身に着ける他は,外部-の販売用に織 られることが多い｡また,北タイの多くのタ

イ ･ルーと同様,出身ムアンとの関連を示す神話 ･伝承によって意味付けられた守護霊祭紀を

4)神話 ･伝承によるアイデンティティーの永続化については,Keyes[1995:148]にも記述がある｡
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行っているが,織物の販売 と同様,観光客を意識 した守護霊儀礼のイベント化 も進行 しているo

更に,近年,冷戦の終結によって,タイ,ラオス, ミャンマー国境地域が開放され,メコン川

中流域において隣接する4カ国 (中国,タイ,ラオス, ミャンマー)共同の地域開発 (｢黄金

の四角地帯｣構想)が進みつつある｡｢黄金の四角地帯｣構想の一環として,ナ-ンとシプソー

ンパンナ-を結ぶ道路の開発計画が進められ,ナ-ン県を取 り巻 く状況にも大きく影響を与え

ている｡筆者の調査地城においても,こうした国境を越えた開発の動 きを踏まえた｢タイ ･ルー

らしさ｣の演出がなされ始めている｡

このように,筆者の調査地においては,地方の農村開発の進展が,地方における ｢村起こし｣

｢地域起こし｣を促 し,そのシンボルとして ｢タイ ･ルーらしさ｣が強調されている｡この動

きは更に,国境地域の開発と関わって進められている｡守護霊祭祀のイベント化は,カイズ流

にいえばローカル ･アイデンティティーがマ-ケタブル ･アイデンティティーと結びついて強

調されたということである｡ このことは,更に, トランス ･ナショナル ･アイデンティティー

と結びついて進行 しつつあるといえる｡

こうした守護霊祭紀のイベント化による ｢タイ ･ルーらしさ｣の演出は,地域開発の文脈で

行われるものであるが,では,モアマン以来,問題にされてきたような個々人がタイ ･ルーで

あることとこれらは如何なる関係にあるのだろうか｡本文中で詳 しく述べるように,祭祀を支

える守護霊パ ンテオンは,シプソーンパンナ-からの移住伝承を表現 してお り,パンテオンを

構成する守護霊は個々人がそれぞれの親から (母方もしくは父方と母方双方)継承するもので

ある｡ このような意味で守護霊は,個人におけるタイ ･ルー意識を基礎づけうる｡これは,カ

イズのいう神話 ･伝承を基に,言語的特色喪失後 も永続するローカル ･アイデンティティーに

通 じている｡ ただカイズは,個人のタイ ･ルー意識には言及 していない｡また,筆者の調査地

域の場合,タイ ･ルー文化喪失の趨勢に従って ｢タイ ･ルーでなくなった｣と考える人々が存

在するO 個人におけるタイ ･ルー意識を基礎付けうる守護霊体系は,｢タイ ･ルーでなくなる｣

人々とどのような関係にあるのだろうか｡そして,このような今 日的状況のもとにあって併存

する ｢タイ ･ルーらしさ｣の演出,即ち ｢タイ ･ルーであろうとすること｣と ｢タイ ･ルーで

なくなること｣との二つの側面はどのような関係にあるのであろうか｡本稿では,守護霊の体

系と人との関わ りを中心にして,｢タイ ･ルーであろうとすること｣と ｢タイ ･ルーでなくな

ること｣がいかなる関係にあるかについて検討 してみたい｡

Ⅱ 守護霊 (チャオルアン ･ムアンラー)禁絶の体系

ナ-ン県タ-ワンパー郡のタイ ･ルー3カ村は,チャオルアン･ムアンラーと呼ばれる守護

霊を3年に一度,共同で示巳ってきた｡筆者はこのチャオルアン ･ムアンラーの儀礼をめぐる間
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題 をこれ まで考察 して きたのであ るが, ここでは, この守護霊祭祀の体系 を明確 に してお きた

い ｡

この タイ ･ル- 3カ村 (N, D,T村 )は,19世紀はじめ,現在 の中国雲南省西双版納 タイ

族 自治州 ムア ンラーか ら戦乱 を逃 れた移住者 に よって建 て られ た｡5)移住以来行 なわれて きた

とい う,チ ャオルア ン ･ムア ンラーの儀礼 は, ご く初期 にD村で行 なわれたの を除いて, N村

において行 なわれて きたOチ ャオルア ン ･ムア ンラーは, 3カ村 に分布す る多 くの守護霊 か ら

なるパ ンテオ ンの頂点 に立 ってお り, このパ ンテオ ンは,チ ャオルア ン ･ムア ンラーの軍団が

イメージされている (表 1)｡これは また,戦乱 に よって移住 した歴史 を表現す る もので もあ る｡

表 1 チャオルアンムアンラーの守護霊パンテオン

名 称 所在村 祭場へ の参 加 属 性

チャオルアン･ムアンラ-

チャオファー ･プーカム(CP)

ナ-ン ･ポムキアオ

ナーン･カムデェン

ナ-ン ･メェン

ラームムアン

ハーブマー ト

チエンファーイ
チエンラーン

オ-カー

チヤーンプアク

ナムパット
パーンセェン

パーンサー

パーンメット

ムアンチエンクー
パークボー

ボー トウワン
スワンターン

ムアンルック

ア-ンリエン
モツカム

タオムック

ノーケオ

バーントーン
T)-

センセェー

バーンリエン

ホ-

サンカラー ト

･
D
D
D

D
T
N
-
N
T
D
D
N
NM
D
D
D
D

D
K
川
∵

N
N
N
T
T
D
DT

0
0
0
C
x

C
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
〇
〇
〇
〇
×
×

×
×
×
×
×
×
×

主霊

悪霊退治の能力

(cpの妹)

(cpの正妻)

(cpの妾)
連絡係

戦時の道具担 ぎ

堰(ファーイ)と関連 ?
チャオムアンの祖霊

白象

畑を保護する蝶に由来

呪文に長けた人の霊

戦勝祈願

戦時に宿所を提供

ムアンウ-より移住
鞭をもつ

儀礼場へ肉を運ぶ

中国の砂漠より移住

僧侶

注 :S,NM,K,DTは,タイ ･ユアンの,FMは,タイ ･プアンの村である｡祭場-

の参加とは, 3年に 1度の儀礼の際に両がN村の祭場へ集められることをさす｡

5)タイ ･ルーのムアンラーからタ-ワンパーへの移住 ･定着のプロセスに関しては,馬場 [1996b]

参照｡ナ-ン土侯の盆地開拓政策に従って入植 した｡
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これらの守護霊は,3カ村の個々人がそれぞれの祖先から継承するもので (D村では母方より,

N村 ･T村では母方,父方双方から),個々人の守護霊 として機能 している｡ この意味で祖霊

(ピー ･バンパブルット)と称されることがある｡

チャオルアン ･ムアンラーはN村に存在 し,そのプリース ト (モームアン)もN村に住んで

いる｡ 一方,D村には,ムアンラーの首長の子孫チャオムアンが住んでいる｡ 3日間行われる

儀礼の期間,D村のチャオムアンと,3カ村を中心に散らばる守護霊は,それぞれの耐ごとチャ

オルアン ･ムアンラーの祭壇のあるN村の祭場に集合する｡ チャオルアン ･ムアンラーのパン

テオンを構成する守護霊の大半はD村に存在 してお り,その意味で,D村は,儀礼において重

要な役割を果たしてきたといえる｡ ちなみに,T村は,儀礼においては,他 2相ほどは大きな

役割は果たしていない ｡6)

このような,チャオルアン ･ムアンラーの祭祀体系を念頭に,まず,守護霊祭祀を基礎づけ

てきた重要な要素について詳 しく検討 してみたい｡具体的には,守護霊祭祀集団という形で現

れる個々人と守護霊との関わ り方について述べ,そしてチャオムアン,モームアン,カオチャ

ム (各守護霊のプリース ト)の系譜について扱 うことにする｡

1.守護霊崇紀集団

チャオルアン ･ムアンラーの配下の守護霊は,個々人がその祖先から継承するものであるが,

その継承のシステムは3カ村で異なっている｡ 即ち,D村では母方からのみ継承され,N村,

T村では母方,父方の双方から継承する｡従って,D村では,個人は一つの守護霊のみを信奉 し,

N村,T村では,個人が複数の守護霊を信奉することになる｡

同一の守護霊の信奉者は,ピー ･デイオ ･カンと呼ばれる,いわば,祖霊同一集団のメンバー

であると認識される｡ピー ･デイオ ･カンはD村ではカオピー (守護霊の世話役の女性)を中

心に母系的に組織されるが,N村 とT村では,個人は複数の ｢集団｣に属することになる｡

守護霊の信奉者は,個人が信奉する守護霊が一つであろうと複数であろうと,毎年,ソンク

ラーン (タイ暦新年 [太陽暦 4月]),カオ ･パ ンサー (安居入 り),オック ･パ ンサー (安居

明け)- それぞれ雨季入 り,雨季明けにあたる- の機会に,信奉する全ての守護霊のカ

オチャム (プリース ト)に,供物 (花,蝋燭,線香など)を供出することとされている｡ いく

つかの守護霊は,チャオルアン ･ムアンラーの儀礼の機会以外にも,毎年,独自に儀礼を行 う

6)T村には,バーンリエンという守護霊が存在する｡これはN村の祭場に赴かず,肉を祭場から貰い

受ける｡これを,マ-ンコウ (ビルマ人が乞う)というOタ-ワンパー盆地は,タイ･ルー入植以
前はビルマの影響下にあり,ワット･マ-ン (ビルマ人の寺),ナ一･マ-ン (ビルマ人の田)が

存在した｡T村付近にも,こうした跡地がある [馬場 1996a:78-79]｡T村の儀礼における役割は,
先住ビルマ人の霊を慰撫することのようであるが,伝承は詳細には伝わっていない｡硯在,T村は

儀礼において他二村ほどには目立つ存在ではない｡
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ものもあ り,その際には,信奉者はカオチャムに定額の現金を供出 し,供犠 される鶏や豚など

を購入する｡ また,結婚の場合,D村では妻方の, N村 ･T村では双方の信奉する守護霊に供

物 を捧げる｡

この ｢集団｣は一つの親族集団のようにみなされる場合もあるが,同一の守護霊を配るとい

うこと以外,取 り立ててこの ｢集団｣を規制するものはない｡農業労働などにおいては, 3カ

村 とも,父方,母方双方に広がる親族間の相互扶助がみられるのである｡

チャオルアン ･ムアンラーの配下の守護霊の信奉者は,婚姻などの事情で 3力付以外の村落

に居住することもあるC 3カ村周辺に,タイ ･ユアン村落やタイ ･プアン村落があるが,7) こ

れらの村々にもそうした者がみられる｡彼 らも,多 くの場合,移動以前 と同様,信奉者 として

の慣行を継続 している｡ 守護霊の信奉者の広が りは 3カ村の領域を越えているのである｡

カオチャムは,同一の守護霊の信奉者の中から選ばれ,ほとんどの場合,男性である｡ N村

とT村に存在する守護霊の信奉者は,同時に複数の守護霊を信奉 している｡′従って,これらの

守護霊のカオチャムを経験 した者は,また別の守護霊のカオチャムとなることも可能である｡

一方,D村に存在する守護霊の信奉者は,一つの守護霊のみを信奉するので,そのようなこと

は起こり得ない｡

N村 とT村に存在する守護霊は,カオチャムの屋敷地にある両 もしくは家屋にある神棚に宿

るとされ,カオチャムが,仮に村外に移動 したとすると,守護霊 もそれに伴って移動する｡ こ

のように,守護霊は移動するものであ り,チャオルアン ･ムアンラ-の配下 とされる守護霊で

も,実際,表 1にみるように, 3カ村以外に存在するとされる守護霊 も多い｡一方,D村に存

在する守護霊は,カオチャムではなく,守護霊の世話 をする女性 (カオピー)の屋敷地にある

詞に宿ってお り,カオピーが村外に移出しなければ,守護霊は移動 しない｡カオピーの家は,バー

ン ･カオ (祖霊同一集団の最初の祖先が出た家)と意識されてお り,両が移動することはまれ

であるO このD村におけるシステムは,北タイのマジョリテ ィー,タイ ･ユアンの間に広 く見

られるシステムと基本的には同じである｡

2.チャオムアン,モームアン,カオチャムの系譜

前述のように,当初からチャオルアン ･ムアンラーの儀礼の中核 として重要な役割を果たし

てきたのは,チャオムアン,モームアン,そしてカオチャムである｡ チャオムアン,モームア

ンは,チャオルアン ･ムアンラーの両に祈 り,供物 を捧げ,カオチャムは,-カ所に集められ

7)タイ･プアンは,ラオス,シエンクワ-ン地方 (ムアン･プアン)を故地とするタイ系民族｡鍛冶

を職能とするものが多いので,農具や水路掘削の為の道具作りなど盆地開拓に必要とされる作業の

為に,チ-ンに移住させられた [馬場 1996b:79]Cなお,｢タイ･ルー｣｢タイ･ユアン｣｢タイ･

プアン｣という呼称であるが,この地域に根差したよりローカルな呼称としては,｢ルー｣｢タイ｣｢ラー

オ｣が用いられるこ
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たチャオルアン･ムアンラーの配下の守護霊の詞それぞれに祈 り,供物を捧げる｡ これらの後

継者は,祖霊 として継承する守護霊を同じくする人物が選ばれる (図 2,3,4)｡この際,多

くの場合,ワ-マイと呼ばれる占いで選ばれる｡ ワ-マイとは,あらかじめ腕を広げた長さの

棒の両端を持って守護霊に問いかけた後,一度棒を放 して再び同じように持ち,棒が持った腕

よりはみ出た場合,棒が長 くなったとみなし,その際,守護霊が同意 したと考える占いである｡

ちなみに,チャオムアン,モームアンは男性であり,カオチャムもそのほとんどが男性である｡

図2,3,4は,筆者が調査 した,これら3着の系譜である｡

チャオムアンはその系譜が比較的明確である｡これは,D村の老人の記憶されていたもので

あるが,近年,先のD村村長によってこの系譜の一部が図表化されている｡ 図2は,この図表

をもとに,筆者がD村の老人に対 して行ったインタヴューによって補ったものである｡8)

モームアンの系譜も比較的明確である｡ 現在,N村に居住する硯モームアンが,歴代モーム

アンを記録 したノー トを所持 している｡ しかしながら,このモームアンのノー トには,歴代の

名前のみ記されており,それぞれのモームアン相互の関係については,明確ではない｡筆者は,

このノー トをもとに,更にモームアン相互の関係についてN村の老人たちに対 してインタ

ヴューを行って,おおよその所の系譜をまとめてみた9) (図3)｡

チャオルアン･ムアンラーに従属する守護霊のプリース トであるカオチャムについては,そ

の系譜は記録されておらず明確ではない｡筆者は,全てのカオチャムに対 してインタヴューを

行ったが,記憶によるもので,当人から数えせいぜい2-3代 を遡ることができるにすぎな

い｡10)これは,特別に役職にあるわけでもない,一般の村人の系譜意識とほぼ同じであるO

一般の村人も,せいぜい2-3代前の祖先を記憶 しているにすぎないのである｡

なお,D村の場合は,守護霊が母系的に継承されるという点で,守護霊の世話をする女性カ

オピーの系譜 も重要となる｡ しかしながら,カオピーに関しても,その家が祖霊同一集団の最

初の祖先が出た家と意識されているだけで,特定の人物から連綿と続 く系譜が明確にされてい

るわけではない｡この場合も,せいぜい2-3代前の祖先を記憶 しているにすぎない｡

これらをみると,チャオムアン,モームアンに関しては,細部においては不明確な部分があ

るものの,その初代からの系譜が意識されている｡これに対 して,カオチャム (及びカオピー)

については,初代が誰であるかについては,全 く考慮されていない｡このことは,チャオムアン,

モームアンに対 してのみ,特殊な系譜意識がもたれているということを示 している｡ 即ち,故

地シプソーンパ ンナ一,ムアンラーからの移住の歴史を系譜的に示 しうるのは,この二者の系

譜のみであるといえる｡

8)1991年 9月及び1992年 8月の調査による｡
9)1992年 8月の調査による｡
10)1992年 8月の調査による｡
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○数字はチャオムアンとなった順位

②はH村からD村の女性 と結婚 し移住｡H村は現在の ミャンマー ･シャン州,ムアンへか

ら移住 したタイ ･ルーの村O②はムアンへ首長の子孫で,D区の区長 (注12参照)o

(1) チャオルアン ･アヌパープの使用人

(2) ナ-ンから移住

図 2 チャオムアンの系譜
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図 3 モームアンの系譜
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｢タイ ･ルー｣という命名は,シプソーンパンナ-を出自とすることによっている｡ 3力付

を守護するチャオルアン ･ムアンラーのプリース トと,ムアンラ-首長の子孫にみられる明確

な系譜意識は, 3カ村の ｢タイ ･ルー｣としてのアイデンティティーの核 となってきたと考え

られる｡この二者が支えるチャオルアン ･ムアンラーは守護霊パ ンテオンの頂点に立つもので

あるが,パンテオンを構成する守護霊それぞれは,カオチャム及びカオピーを始めとする守護

霊祭紀集団に支えられている｡集団の成貞個々人は,系譜が 2-3世代辿れるのみであり,自

らが信奉する守護霊がシプソーンパンナ-からの移住伝承を持つ守護霊パ ンテオンを構成する

と意識することが,｢タイ ･ルー｣としてのアイデンティティーへと結びつきうるのである｡

Ⅲ チャオルアン ･ムアンラーの儀礼の変化- ｢タイ ･ルーらしさの演出｣

タイ ･ルー3カ村の以上のような守護霊祭祀の体系は,タイ ･ルーとしてのアイデンティ

ティー維持における重要な要素であった｡ しかしながら,この体系に基づいて行われてきた儀

礼自体は,近年,大きく変化 した｡以下,この変化のプロセスをたどってみたい｡

1980年代以降,このN村で行われてきた儀礼は,N村の農村開発の進展とともに肥大化 し,

N村の村起こしのためというニュアンスが強 くなった｡この時期,祭場にあったチャオルアン ･

ムアンラーの両は銅像に立て替えられた｡この時の記念出版物には,タイ ･ルーの移住史が記

され,N村が古村で他の2相が分村であると記された｡これは,村に伝わるタイ ･ルー文書の

現代タイ語訳であるというが,実は,オリジナルの文書には,そのようなことは記されてなかっ

たのである｡そして1990年の儀礼では,N村は,観光客をも招 き,外部にアピールするため様々

な工夫をこらしていった｡大規模な供蟻が復活 し,様々な音楽パフォーマンスが繰 り広げられ

たのである｡ 農村開発の模範村 としても知られ,裕福であるN村は,益々その名を知らしめる

ことになった｡一方,元来貧 しいD村は,儀礼のイベント化の恩恵に預かることもなかった｡

こうした状況の打破を念頭においてか,1992年,D村に,新たな詞が立てられた｡チャオルアン ･

アヌパープの両である｡チャオルアン ･アヌパープは,移住当時のチャオムアンであるが,多

くの村人を殺害 したと言われる｡D村の貧困は,そのカルマ (莱)が原因であるともいわれて

いた｡両は貧困からの脱却の為,この霊を慰撫する目的で建てられ,毎年,儀礼が始められた｡

ここにおいて,D村は,N村 とは別に独自のシンボルをもっこととなった｡

1993年の儀礼は,ますます華美となって娯楽性がまし,観光客 も増え,N村では,美人コン

テス ト,美老女コンテス ト,カント-ク ･ディナー (北タイ伝統料理による宴会)も現われた｡

D村の重要な人物であるチャオムアンよりも,そうしたイベントに人々の関心は移っていった｡

D村の人々の多 くは,こうした状況を快 く思わなかった｡

1996年に行われた儀礼は,ついにN村 とD村の 2カ所に分裂 した｡もともと,N村にチャオ
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ルアン･ムアンラ-とそのプl)-スト,モームアンが存在 し,D村には,チャオムアンが存在

した｡ しかし,この新たな展開は道具建てにも再編をもたらした｡ N村で行われた儀礼は奇抜

なパフォーマンスも行い観光客 も訪れていたが,チャオムアンを欠き,モームアンのみが儀礼

に参列 した｡ I)村での儀礼は,新たにチャオルアン･ムアンラーの両を建て,D村独自のモー

ムアンを選んだ｡N村は,こうした道具立てよりも,新 しさにより外部に開放する方向を選び,

D村は,N村のような奇抜 さを嫌い,道具建てを揃えることで ｢本来の在 り方｣を指向 したの

であるoll)

チャオルアン ･ムアンラーの儀礼は,ムアンラーから移住 したという歴史を共有する人々に

よって行なわれてきたものである｡そ して儀礼の中でとりわけ重要な要素とされてきたのは,

守護霊パンテオンの頂点に立つチャオルアン･ムアンラーとそのプリース トであるモームア

ン,そしてムアンラ-首長の子孫,チャオムアンであるC これらは,儀礼には欠いてはならな

い核心部分であるC そ して,儀礼に参集する (もしくは,チャオルアン ･ムアンラーとの関連

が明示される)幾多の守護霊 とそのプリース ト,カオチャムがある｡ これらの道具立ては移住

当初から儀礼の重要な部分として機能 してきた｡

しかしながら,儀礼のイベント化は,その強調点を変化させた｡ ムアンラ-首長の子孫であ

るチャオムアンは,儀礼の中でのみ役割を果たすようになったといっても,ムアンラーからの

移住の歴史を血筋によって表す唯一の人物であ り,儀礼の中核 となるべ き人物である｡しか し

ながら,このチャオムアンは儀礼のイベント化の進行に従い,あまり重要視されなくなっていっ

た｡そして,1996年,儀礼は二つに分裂 し,チャオムアンはついにN村にとって不必要な存在

になったのである｡ イベント化の過程で重要な儀礼の要素として新たに浮上 してきたのがチャ

オルアン ･ムアンラーの銅像 (N村),チャオルアン･アヌパープの両 (D村)という二つの

モニュメントである｡､チャオルアン ･ムアンラーの銅像建立を記念して出版された書物にはN

村を中心 とした移住史の解釈がなされ,チャオルアン ･アヌパープの詞はD村独自の歴史的モ

ニュメントとしての意味をもっているCこの転換は,一つの歴史を共有 してきたはずの両村そ

れぞれの村起こしに伴 う歴史意識の再編をも意味 している [馬場 1995:97-108]｡

以上のように,近年の儀礼の変化は,N,D2相の ｢村起こし｣的動 きによって特徴づけら

れる｡そこにみられるのは演出された ｢タイ ･ルーらしさ｣である｡ しかしながら,言語,織

物などに残されるタイ ･ルーの文化的特色は失われつつあるのが趨勢である｡カイズの仮説で

は,こうした場合,神話 ･伝承がアイデンティティーの永続化を促すとされる｡確かに儀礼の

イベ ント化にみられるような ｢タイ ･ルーらしさ｣の演出も,神話 ･伝承に裏付けられたチャ

オルアン ･ムアンラーを中心 とする守護霊祭紀の体系がその基礎にある｡)ところが,神話 ･伝

ll)1993年の儀礼までのプロセスは,馬場 [1995]にも記述した｡1996年の儀礼は,12月6日から8[]

に行われ,データはその際に得られた､
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承に裏付けられた守護霊祭祀の体系 と関わりながら ｢タイ ･ルーであることをことさら主張 し

ない｣人々や,｢タイ ･ルーでなくなる｣ことを意識する人々も存在 している｡ 次に,この点

についてみてみたい｡

Ⅳ タイ ･ル ーをあえて主張 しない こと,そ してタイ ･ル ーでな くなること

以下, 1.｢タイ ･ルーであること｣をあえて主張 しないケース, 2.タイ ･ユアンとの通

楯によるアイデンティティー喪失のケース,3.｢タイ ･ルーの記憶｣を持ちつつ,｢タイ ･ルー｣

とアイデンティファイしないケース,に分けて記述 してみたい｡

1.｢タイ ･ルーであること｣をあえて主張 しないケース

タイ ･ルー3カ村のうち,T村がこのケースにあたる｡

T村は,チャオルアン ･ムアンラーを他 2相 と共に紀っているが,チャオルアン ･ムアンラー

の儀礼において,他 2相ほど大 きな役割をもたず,村 ぐるみの大 きな動 きもみられなかった｡

T村は,それほど,｢タイ ･ルーであろうとする｣演出に熱心ではなかったのである｡ 2カ所

に分裂 した1996年の儀礼の際も,それまで通 りN村の儀礼に参加 している｡ T村では,父方,

母方双.方から守護霊を継承するシステムをもち,チャオルアン ･ムアンラーのパンテオンを構

成する守護霊の信奉者の数はT村人口の殆どを占める｡ しかし,数名のカオチャムの他,祭祀

体系の重要な要素をもっていないため,N村のような儀礼を利用 した ｢村起こし｣をする動 き

はなかった｡また,D村のように,N村 と利害関係をもっこともなかった｡ したがって,T村

の村人は,儀礼に参加するが故にタイ ･ルーとしてのアイデンティティーを持ちはするが,あ

えてそれを熱心に表明 しようとはしなかったのである｡

T村は儀礼よりもむしろ,地方政治において重要な位置にあった｡T村 とN村は共に同じタ

ンポン (区)に属 している (タンポンはバーン (村落)と郡の中間に位置する行政単位)｡現在,

N村の村長が区長になっているが,それ以前は,ほとんどT村の村長が区長 となっていた｡12)

12)注 6)で触れたように,T村は先住ビルマ人の霊の慰撫を役割としたようでもあるが,そのことを
T村の特色として打ち出す動きはなかった｡

19世紀末,ラーマ5世期に始まる中央集権化政策以降,全国が州,県,那,区,村の行政単位に

まとめられた｡タ-ワンパーのムアン･シープムと呼ばれた区域がD区となり,D村のチャオムア

ン (タイ･ルー首長)がD区の区長となった｡その後,T村を中心とする区域がP区としてD区か

ら分離した｡以後,D村の政治的影響力は低下し,チャオルアン･アヌパープの後継者である歴代

のチャオムアンは,守護霊儀礼の際のみにその役割を果たすようになる｡T村は,長らくP区の中

心であり続けたが,行政手腕に優れた区長がN村から選ばれた1979年以後,N相がこの地域で重要

な役割を果たすようになった [馬場 1996b:84-86]｡
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2.タイ ･ルーとタイ ･ユアンとの通姑によるアイデンティティー喪失

タイ ･ルー3力付は,タイ ･ユアン村落と隣接 しているため,かねてより,タイ ･ユアンと

の通姫もみられた｡ただ,これらは,隣接 した村落との通楯が優越 していた｡しかしながら,1980

年代以降,道路,橋の整備が進み,郡市 との交流の機会も増えてくると,村人の行動範囲が広

が り,その結果,タイ ･ルーの者が,タイ ･ユアンの者 と村落外で知 り合う機会も増えている｡

従って,現在,両者の通始は,必ずしも隣接村落だけではない ｡ こうした状況のもと,妻方居

住が優越するこの地域ではあるが,タイ ･ユアン女性が 3カ村に婚入するケースも多い｡この

場合,子どものエスニシティ-は,D村の場合とN村,T村の場合とでは異なっている｡守護

霊を母方のみから継承することを原則とするD村では,子どもはほとんどタイ ･ユアンとアイ

デンティファイされるが,父方,母方双方の継承が原則であるN村,T村では,子どもは,タイ ･

ルーとアイデンティファイされることが妨げられないのである (図 5)｡そして,実際,その

ほとんどがタイ ･ルーとアイデンティファイされている｡

この結果,D村では,そのいくつかの守護霊に対する信奉者の数が減少 している｡ 例えば,

ナム ･パットの信奉者は,現在そのカオチャムだけである｡しかも,彼の妻は,タイ ･ユアン

女性であり,子どもは母親の守護霊を継承するため,タイ ･ユアンとアイデンティファイされ

ている｡ ナム ･パットは,近い将来,チャルアン ･ムアンラーのパンテオンから姿を消すこと

になるのである (図4)｡

このように,D村では,通楯によってタイ ･ルーとしてのアイデンティティーの喪失が進ん

でいると考えることもできる｡N村のタイ ･ルー人口が 9割なのに対 して,D村ではタイ ･ルー

人口が 6割であると村人は認識 しているが,これは以上のような守護霊継承のシステムに原因

を求めることが可能である｡ 実際,N村でタイ ･ルーの守護霊を信奉 しない世帯はなく,D村

では,世帯ごとの守護霊を示した図 6にも明らかなように,タイ ･ルーの守護霊を信奉 してい

ケース1 (N村とT村) ケース2 (D村)

i .A.B BAG .B

A'BAAiic DAAFrB BAA;
A+B+C A+B+D C

図5 タイ･ルーとタイ･ユアンの通婚
守護霊の継承-アルファベットは守護霊を指す
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☆タイ ･ユアンとタイ ･ルー

★2世帯ともにタイ ･ルー

図6 D村におけるタイ･ルーの守護霊とタイ･ユアンの守護霊

るのは約 6割である｡

この一方で新たに登場 したのが,チャオルアン ･アヌパープの両であるO この両 は, タイ ･

ルーの人々のみならず,タイ ･ユアンの人々も含めたD村全体のシンボルとなっている｡この

ことは,一見,D村のタイ ･ルーのアイデンティティーの危機的情況を回避するための措置の

ようにもみえる｡ しか しながら,そのような情況をそもそも ｢危機｣ として考えているかどう

かという問題がある｡

D 村の村人は,個人 レベルにおいては, タイ ･ルーというアイデンティティーを持たなくて

も,その社会生活には何 ら不利益ではない o D村では,タイ ･ユアンの守護霊 もタイ ･ルーの

守護霊 も同様に母方から継承 されるものであ り,個人は一つのピー ･デイオ ･カン (祖霊同一

集団)に属する｡ 第 Ⅱ章で述べたように, ピー ･デイオ ･カンは,守護霊祭紀以外に特にその

メンバーを規制するものがない｡個人にとっては,たまたまどちらかの守護霊 を信奉 している
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にすぎず,また,どちらを信奉 していようと,その社会生活には何の影響 もないのである｡

D 村のモニュメント,チャオルアン ･アヌパ-プの両は,個人レベルでのタイ ･ル-として

のアイデンティテ ィーと関わるものでなく,あくまで,タイ ･ユアンの人々も含めた村 ぐるみ

での演出によるものなのである｡

3.｢かつてタイ ･ルーであり,今はそうではない｣と主張するケース

このケースは3力付周辺に存在する村落にみられる｡

N村 とD村の中間にK村 という村落がある｡ここは,比較的大きなタイ ･ユアン村落として

知られ,N村やD村 とも古 くから通婚関係 もあった村である.｡ここには,タイ ･ユアンの守護

霊祭祀集団がい くつかみられるが,それに混 じって,チャオルアン ･ムアンラーの配下の守護

霊ムアンルックが存在 (バーンカオが存在)しているOその信奉者の多くはK村に居住 してい

るが,自らをタイ ･ルーとアイデンテ ィファイしている｡

このK村にはまた,ムアンハムという守護霊が存在 しているC この守護霊は,シプソーンパ

ンナ-のメコン川に隣接するムアンハムから移住 したとされるが,チャオルアン ･ムアンラー

のパ ンテオンとは何 ら関わりをもたない｡この信奉者の多くは,自らが信奉する守護霊がシプ

ソーンパンナ-から移住 したということを知っている｡ ところが,現在は信奉者の多くが口を

そろえて ｢かつてタイ ･ルーであったが,今はタイ ･ユアンである｣と述べている｡タイ ･ルー

語を話さなくなったからだという､⊃13)

ムアンルックの信奉者は,必ず しも,タイ ･ルー語の話者だとは限らない｡しかしながら,チャ

オルアン ･ムアンラーのパンテオンを構成する守護霊 という属性が,その信奉者にタイ ･ルー

としてのアイデンティティーを与えているのである｡ ところが,チャオルアン ･ムアンラーの

パンテオンを構成する守護霊を信奉 していても,自らをタイ ･ルーとアイデンティファイしな

い場合もある｡この例として,T村に隣接する村,DC村のケースがあげられる｡

DC村の地は,タイ ･ルーの村落,T村やN村から徐々に移住 した者たちによって建てられ

たといい,1914年,行政上,村落 として認められたといわれる｡現在,T村以外の様々な村か

らの移住者,婚入者 もあるが,T村からの移住者が多数を占める｡また建村後 もDC村には寺

院がなく,村人はT村の寺院に参拝 している｡また,村人個々人が信奉 している守護霊をみると,

チャオルアン･ムアンラーの配下の守護霊である場合が多く,信奉する守護霊のカオチャムに

対する供出も行なっているし､このように村落成立史や,守護霊祭祀をみると,タイ ･ルーの分

村であることがわかる｡ しかしながら,この村はタイ ･ユアンの村とみなされ,村人もそのよ

うに考えている｡この理由として村人は,タイ ･ルー語を話さなくなっていることを第-の理

13)K村でのインタビューは,1992年9月に行われた｡
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由にあげている｡

DC村のある老人は,22歳の時,T村から移住 し,守護霊は父方,母方の双方から継承 して

いるという｡ T村にカオチャムが存在する守護霊バーンリエンなどを示巳っているといい,カオ

チャムに供物を供出しているというが,それらの守護霊の名を全て覚えているわけではないと

いう｡また,ある老人は,守護霊の名称をピー ･ムアンラーとだけ述べてお り,守護霊の名を,

正確には覚えていない｡これらのケースは,守護霊に対する意識が比較的希薄であることを示

している｡DC村にはK村のムアンルックのケースのように守護霊のカオピーやカオチャムが

存在せず,そのことが,守護霊 との距離を遠いものと感 じさせているのかもしれない｡14)

K村のムアンハムはチャオルアン ･ムアンラーのパ ンテオンと関わ りをもたず,DC村の

ケースでは,守護霊 との関わりの意識が希薄であった｡こうした場合,タイ ･ルー語がアイデ

ンティティーの指標 として語 られるという特徴がある｡ この点は,カイズの仮説では導 きだせ

ない｡むしろ,モアマンのいう対話的状況のもとでのアイデンティティーの問題である｡

DC村のケースのような場合,多 くの人は,外部者から ｢あなたはタイ ･ルーか｣と問われ

ても,特にそのように主張する必要 も感 じていない｡タイ ･ルーの守護霊を示巳る事実があって

ち,｢タイ ･ルーといわれればそうかもしれないが｣と考える程度であり,個人の生活とチャ

オルアン ･ムアンラーの儀礼自体との関連は希薄である｡タイ ･ルーの衣装の日常的着用 もみ

られない現在,彼 らにとって,日常生活において ｢タイ ･ルー｣を意識できる要素があるとす

れば言語である｡ タイ ･ルー語を失った彼らは,T村やN村のタイ ･ルー語の話者との接触に

よって差異を感 じ,｢タイ ･ルーでなくなった｣と感 じるのである｡このことは,K村のムア

ンハムの信奉者についても同様である｡ムアンハムは,K村において多数を占めるタイ ･ユア

ンの守護霊 と同様なものとしてしか意味をもたず,あえてそれらと差異化する必然性 もない｡

ムアンハムの信奉者が差異を感 じるのは,D村やN村のタイ ･ルー語話者と接触するときなの

である｡

以上みたケースでは, T村では,｢タイ ･ルーであること｣をあえて主張せず,D村でも個

人 レベルでは ｢タイ ･ルーであること｣にこだわらないといえる｡ 更に, 3カ村周辺には,守

護霊 との関係の希薄化などにより ｢タイ ･ルーでなくなる｣意識を持つ人々もいる｡ このよう

に考えると, 3カ村及びその周辺においては,大方が ｢タイ ･ルーであること｣にこだわらな

いか,そのような意識を失うかであることがわかる｡この例外といえるのがN村の場合である｡

第Ⅲ章で述べたように,N村 もD村 も同じように村 ぐるみの ｢タイ ･ルーらしさ｣演出の為の

モニュメントを作ったが,村人の関わり方は大きく異なっている｡次に,この点について考え

てみたい｡

14)DC村でのインタビューは,1997年 3月に行われた｡
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V 越境する ｢タイ ･ルー らしさ｣ と ｢タイ ･ルー らしさ｣の

インヴオリュ-ション

前述のように,N村は,地方農村の開発の進展と関わって儀礼をイベント化 し,｢村起こし｣

を進めてきたが,その背景には公的機関とのコネクションの強さがある｡タ-ワンパー郡には,

郡全体の村長からなる村長連合 (チヨムロム ･プ-ヤイバーン)があるが,かつて農村開発で

全国一の業績 と讃えられたN村の村長は,その長となり政治的影響力をもっている｡また,ナ-

ン県教育委員会の重職にある教員を中心に,ナ-ン県文化研究センター及び国家文化委員会と

強い関係を持っている｡1996年春には,国王即位50年のイベント ｢タイ系諸民族の文化｣(国

家文化委員会主催,バンコク)に参加 し,国内のタイ ･ルーの代表として,タイ ･ルー舞踊な

どを披露 している｡ この際,現在,織物の村として名高いタイ,ラオス国境にある村も,この

イベントにN柑とともに参加 している｡ この村は,革命時のラオスからのタイ ･ルー難民が多

くを占め,現在は,ラオスへの道の重要な開発の拠点となっている｡

このラオスへの道は,中国, ミャンマー,ラオス,タイ国境地帯の開発を進める ｢黄金の四

角地帯｣の構想のもと,近年,ナ-ン県から中国へ抜ける道の一環としてクローズアップされ

つつある｡ このルー トの開発をめぐり,ナ-ン,ルアンプラバーン,シプソーンパンナ-の代

表が,ナーンに集ってしばしば会談を行っている｡道路整備など具体的な建設事業には,ナ-

ンの華人系の建設会社が中心的役割を担い,ナ-ンの華人農場主が土地を提供 してラオス領事

館が建設されるという｡ この建設会社社長と農場主はまた,開発をめぐる商談の為,シプソー

ンパンナ-をしばしば訪問してきた｡1996年秋には,西双版納タイ族自治州の州長がN村を訪

問したが,これは,この建設会社社長と農場主の紹介によるとい う ｡ このように,現在形成さ

れつつある国境を越えたネットワークの中において,N村は重要な位置にあり,それは,タイ

という国家による開発計画の重要な一翼を担っているのである｡

N村は,国境を越えたネットワークにおける ｢タイ ･ルーらしさ｣の演出の担い手-となり

つつある｡その一方で,これまで,N村が重要な ｢村起こし｣の材料 としてきたチャオルアン ･

ムアンラーの儀礼は,前述のように,D村の分裂によって変化を余儀なくされた｡ 最も核心的

な部分として必要不可欠なものの一つであったチャオムアンを欠落させ,守護霊パンテオンも

不完全なものとなったのである｡ この背景にあるのは,前述のように,人物よりもモニュメン

トに重要性がシフトしたことである｡ N村における儀礼のイベント化は,チャオルアン･ムア

ンラーの銅像というモニュメントと華美になったパフォーマンスを残 し,更に,その外部に向

けた演出は,国境を超えることとなったのである｡

一方,D村は,N村の村起こしという様相を帯びたチャオルアン･ムアンラーの儀礼とは別

に,独自の道を模索しようとしてきた｡そのため,チャオルアン･アヌパープの両をD村独自

- 127- 733



東南アジア研究 35巻 4号

のシンボルとして建て,更に,チャオルアン･ムアンラーの儀礼そのものを独自に行うことに

成功 した｡しかしながら,D村は,N村のように公的機関との回路をほとんど持たず (わずか

に村長と一人の教員のみ),儀礼の主導権は古老の手の内にある｡ この結果,D村における独

自の ｢タイ ･ルーらしさ｣の表現は,儀礼の精微化という,いわば文化のインヴオリュ-ショ

ンという形をとらざるをえないのである｡

村落のモニュメント形成は,｢タイ ･ルーであろうとすること｣すなわち ｢タイ ･ルーらし

さ｣の村 ぐるみの演出の表象である｡ しかしながら,以上述べたように,N村のものとD相の

ものとでは,その意味内容が異なっている｡ この点を更に明確にするため,N村,D村それぞ

れの村人個人の意識とモニュメント形成の動きとの関係をみていきたい｡

D村でチャオルアン･アヌパープの両をシンボルとして建てたのは, 3カ村合同で示巳ってき

たチャオルアン･ムアンラーの儀礼が,N村中心に肥大化 してN村の ｢村起こし｣という様相

を帯びてきたので,D村独自のシンボルをもつことで,独自の道を模索 しようとしたからであ

る｡前章で述べたように,このシンボルは,個人レベルでのアイデンティティーがタイ ･ルー

であるかどうかということより,D村全体の利益と関っている｡

N村の場合,守護霊を父方,母方双方から継承するので,チャオルアン･ムアンラーのパン

テオンを構成する守護霊の信奉者の数はD村よりも多い｡このことは,｢タイ ･ルー人口の多

さ｣として表現されている｡ チャオルアン･ムアンラーはまた, 3力付に及ぶ守護霊パンテオ

ンの頂点に立つと同時に,N村という領域を守護する霊 (スア ･バーン)という性格をもって

いる｡スア ･バーンは,村落の領域と成員を守護するものなので,村人は,長期の旅立ちなど

によって村を離れる時にその旨をスア ･バ-ンに告げなくてはいけない ｡ このようにスアバー

ンは,村人個人の生活にも深い関わりを持っている｡ D村やT村には,それぞれのスア ･バー

ンがあるが,N村では,チャオルアン･ムアンラーがその役割を担っている｡ これは,N村の

村人個々人に ｢タイ ･ルーであること｣を意識させる特殊条件となっている｡こうした条件の

もとになされる ｢タイ ･ルーらしさ｣の演出は,村人に ｢タイ ･ルーであること｣を積極的に

表明させる契機となる｡｢タイ ･ルーであること｣はまた,N村が農村開発の模範村であるこ

とと結び付けられて語られる｡15)北タイで ｢タイ ･ルーは勤勉である｣ことが しばしば言及

されるが,N村が発展 したのは9割がタイ ･ルーであるからであり, 6割 しかいないD村より

発展 しているのだという語 りが村人の中に生 まれて くる｡ こうして,｢タイ ･ルーであるこ

と｣は,N村の村人個人の誇 りとなって定着するのである｡ チャオルアン･ムアンラーの銅像

は,こうした村人個々人の意識にも支えられた,村 ぐるみでの ｢タイ ･ルーらしさ｣演出のシ

ンボルなのである｡

15)例えば,ランパーン県では,タイ･ルーの田は隅々まで耕してあるが,コン･ムアン(タイ･ユアン)
の田はそうではない,といわれる｡
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以上のように,モニュメント形成と個人の意識をめぐる状況は,N村の場合とD村の場合で

は異なっている｡

N村,D村共に,村 レベルでの演出をしているが,D村の場合,個人レベルではタイ ･ルー

であることに大きなこだわりはない｡しかしながら,N村の場合,個人レベルからもタイ ･ルー

であろうとし,そのことに誇 りをもっている｡ここに,N村が,この地域にあって ｢タイ ･ルー

らしさ｣の演出の中心的存在 となる条件が存在 したと考えられる｡ N村の場合,儀礼を始めと

するタイ ･ルー文化をプロモー トする人材,村人個人とチャオルアン ･ムアンラーを結び付け

る必然性が有機的に重なり合い,ついに,国境を超えた演出の担い手にまでなったのである｡

おわりに

以上,ナ-ン県タ-ワンパー郡のタイ ･ル- 3カ村を例にして,｢タイ ･ルーであること｣

の今日的意味を探ってみたC

北タイにおけるタイ ･ルーは,国家による民族的枠組みでは,タイ系民族全てを含んだ ｢タ

イ族｣の一部でしかない ｡ また,北タイのマジョリティー,タイ ･ユアンとの長い混住は,両

者の文化的差異を暖味にした｡ ･

タイ ･ル-3カ村のタイ ･ルーとしてのアイデンティティ-の基礎には,チャオルアン ･ム

アンラーを中心 とする守護霊祭紀の体系がある｡ カイズは,言語的特色をなくしても,移住の

伝承がアイデンティティーの永続性をもたらす,と述べている｡確かにチャオルアン ･ムアン

ラーの儀礼において重要なのは,パンテオンを意味づけるチャオルアン･ムアンラーの移住の

神話伝承であり,その祭祀に関わる役職である｡ そして,その中心 となるのは,シプソーンパ

ンナ一に繋がる系譜の比較的明確なチャオムアンとモームアンであった｡しかしながら,こう

した守護霊祭祀の体系の存在だけでは,今日のタイ ･ルー3カ村のアイデンティティーの性格

を説明できない｡タイ ･ル-3カ村を中心に居住する ｢タイ ･ルー｣を称する人々は,今 日,

守護霊祭祀の体系との関わりを持ちつつ,様々な立場に置かれている｡個人のレベルでは,多

くが ｢タイ ･ルーであることを,あえて表明しようとしない｣か ｢タイ ･ルーでなくなってし

まう｣かであった｡これは,タイ ･ルーの文化的特色が失われていく趨勢の中で,タイ ･ルー

であることに意味を感 じない人々が生まれていることを示 している｡そうした一方で,｢タイ ･

ルーであろうとすること｣つまり ｢タイ ･ルーらしさ｣を演出する人々がいる｡ この動 きは,

タイ ･ルー文化喪失の趨勢において,祭把体系に新たな存在の意味を持たせる働 きをしている

ようである｡そうした動 きがなければ,守護霊信奉者は,それがタイ ･ルーの守護霊であると

理解 しつつ もタイ ･ルーとしてのアイデンテ ィティーを失う可能性 もある｡ タイ ･ルーの記憶

をもちつつ,タイ ･ルーと自らをアイデンティファイしない守護霊ムアンハムの信奉者の事例
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(K村)は,こうした可能性を示唆している｡

チャオルアン ･ムアンラーの儀礼は,しばしば,タイ ･ルーが強固なアイデンティティーを

持続 している証明のように報道される｡ しかしながら,現実に行われているのは ｢タイ ･ルー

であろうとすること｣,即ち,｢変わらない｣ようにみせる試みであり,それは,｢タイ ･ルー

でなくなること｣,即ち,｢変わりゆくこと｣が前提 となっている｡ そして,｢タイ ･ルーであ

ろうとする｣試みは,取 り巻 く状況によって変化する個人のアイデンティティー- モアマ

ン以来の問題にも通じるような- とのダイナミクスによって,様々な形をとる｡

｢タイ ･ルーであろうとすること｣の意識的表明は,個人のレベルではなく,村落社会の利

害とかかわる形でなされている｡ このことは,N村とD村のモニュメント形成の例に顕著であ

るが,個人のレベルでのアイデンティティーのあり方は2相で異なっている｡ D村では,個人

レベルでは ｢タイ ･ルーであること｣へのこだわりがみられない (その必要がない)が,N村

の場合,村レベルでも個人のレベルでも ｢タイ ･ルーであろうとすること｣を意識的に表明で

きる状況にある｡ これは,儀礼の中心地であること,父方母方双方に守護霊が継承されるシス

テム,外部との回路を多 く持つ村人の存在などのN村に特異な条件によっている｡ こうして,

N村は,地域のタイ ･ルー文化の代表として,国家を含む外部に認知され,国境を越えた開発

の進展とともに,｢タイ ･ルーらしさ｣を越境 してアピールする存在になったのである｡

しかしながら, 3年に一度の儀礼 も分裂 し,N村での儀礼は簡素化されている｡ 代わって精

微化されていくD村の儀礼が,今後,外部に注目される可能性 も否定できない｡

また,｢あえて演出しようとしなかった｣T村も,1997年になって,ようやく演出を始めた｡

タイ ･ルーの ｢伝統家屋｣の模型が記念物として建てられ,タイ ･ルー語を老人が若者に教え

ることを奨励するなど,タイ ･ルー文化の復興への取 り組みがはじめられたのである｡また,

先にDC村の村人は,タイ ･ルーとしては周辺的な意識しかもっていない,と述べた｡ しかし

ながら,近年,DC村の村長は,DC村の成立史を古老の談話をもとに文書にまとめている｡

そこには,T村やN村からの移住者が建てたことや,チャオルアン･ムアンラーを示巳ることな

どが記されている｡ この出来事が,今後,どのように影響するのかは定かではないが,少なく

とも,村長のレベルでは,｢タイ ･ルーであること｣が意識され始めている｡

これらの動きは,村落間の ｢開発コンテス ト｣に代表されるような,村落という社会的枠組

みに基づ く発展を奨励する政府の農村開発の在 り方ともかかわっている016)ナ-ン県タ-ワ

ンパー郡のタイ ･ル-3力付を取 り巻 く状況は,国境を越えた開発の進展とあいまって,まさ

に変化の渦中にある｡

16)タイ全体に及ぶ,｢村落｣こそ民衆の心のよりどころであるということを強調する識者,僧侶,
NGOの活動の中で考えられるべき問題でもある [北原 1996:35-36]｡
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